
  

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

～未来にたくましく生きる人をめざして～ 

■明朗で気力にあふれた心豊かな人 

■健康でたくましい体を鍛える人  

■意欲的に学び、自ら実践する人 

令和７年１１月２８日（金）発行  No.８ 発行者 校長 大和 洋一 

 

 

校長 大和 洋一 

 
11 月に入り、気温も一段と冷え込み、冬の季節を感じるとともに暦は今年最後の 12 月を迎えます。皆様も本格的な冬支度を

整えているところではないでしょうか。寒さ到来とともに、今年度早くもインフルエンザの流行となり、青陵中においては今月

上旬にインフルエンザ及び風邪症状等による欠席者が急激に増え、感染拡大防止のため４学級が学級閉鎖となりました。現状も

欠席者がみられますが、閉鎖措置までには至っておりません。感染症、風邪等に罹らないように、日常生活ではコロナ禍で経験

した生活様式を今一度振り返り、健康管理に努めていきたいところです。 

 

さて、表題に「経験に勝るものなし」と書きましたが、〝成長(自己実現)〟について、改めて触れてみました。自己の成長を促

し、図っていくために〝挑戦する〟という目標と実行は、とても肝要であることは言うまでもありません。何かの行動を起こす

時に「チャレンジ」、「トライ＆エラー」或いは、前向きなニュアンスとしての「リベンジ」等の言葉をよく耳にします。取組や

目標を成し遂げる過程において、「失敗を恐れずに打ち込む」「失敗から多くのことを学ぶ」等、また歴史上の著名人の成功談・

失敗談(名言)は、皆様もご承知のことでしょう。もちろん失敗せずに難なく成し遂げられるということに、異論はありません。

今、中学生期にある一人一人の生徒たちは、日常生活のひとつにある学校での各教科の学びや他者との関わりからの学び、自己

の役割から責任を果たそうとする学び…多種多様な場面から学び得ています。 

そこで、生徒たちには改めて「チャレンジする意義」、「体験や経験から得るスキル」について考えを深め、「実行に移す勇

気」「継続、最後まであきらめない」「やり遂げること」の大切さ。挑戦の進む過程でぶつかる壁(難題・失敗)を試行錯誤(トラ

イ＆エラー)しながら乗り越えていく糧(改善・マインドセット)を築き、将来の夢や希望に向けて新たなスキルアップ、自己実現

を図ってほしいと思うところです。 

子供たちの将来、変化の激しい予測困難な未来社会を生き抜くためには、不易流行を捉えながら、確かな情報、必要な知識や

技能を身に付け、自らの思考力を働かせアウトプットができる。自己決定することや、仲間(他者)と協働しながら学び合い、コミ

ュニケーション能力を高め多様性の寛容や他者理解を深めること。その中で自発的に判断・行動し、社会との関わりを持ち学び

続けること。より主体性が求められてきます。そして、チャレンジ精神〝挑戦〟は、自尊感情や自己存在感等を高め、VUCA(ブ

ーカ)の時代においては重要要素の一つとして不可欠であると考えられます。 

 (※VUCA の時代：現代から未来での予測困難な時代。V：変動性、U:不確実性、C：複雑性、A:曖昧性) 

 

冬休みまで 1 か月を切りました。残りの期間、生徒各々が自己の目標・課題に向かって、より取り組んでいくことに期待して

います。家庭や地域の皆様におかれましては、今一度学校との三位一体での取組、子供たちの健全育成へのご支援、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 予 定 行 事 

1 月  

2 火 放課後オンライン学習 

3 水  

4 木 新入生学校説明会（湖畔小 武佐小） 

5 金 新入生学校説明会（清明小） 

6 土 
全道中体連アイスホッケー  

バスケットボール 1 年生強化リーグ 

7 日 

全道中体連アイスホッケー  

バスケットボール 1 年生強化リーグ 

テスト前部活禁止 

8 月 職員会議 テスト前部活禁止 

9 火 テスト前部活禁止 

10 水 釧路市標準学力検査（1･2 年） 

11 木  

12 金 フィールド学生来校 

13 土  

14 日   

15 月  

16 火  

17 水  

18 木  

19 金  

20 土  

21 日  

22 月  

23 火 清掃強化日 

24 水 清掃強化日 

25 木 清掃強化日 

26 金 冬休み前集会  

27 土 北海道バスケットボール新人北大会 

28 日 北海道バスケットボール新人北大会 

29 月 学校閉庁日 

30 火 学校閉庁日 

31 水 学校閉庁日 

31 火 学校閉庁日 

31 火 教育相談 

   

 
 １年

遠足  

 

 

10 月上旬に全クラスで第 2 回いじめアン

ケートを実施しました。その結果、全校で 2６

名の生徒が「いやな思い」をしていると答え、

生徒指導担当・担任・副担任の先生が連係して、

解消に向けての対応を行っています。（第１回

で「いやな思い」をしていると答えた生徒２５

名については、現在は解消しています。）また、

「いじめはどんな理由があっても許されない

ことだと思いますか。」に対しては、「そう思

わない」とした生徒が全校で 9 名、「わからな

い」とした生徒が全校で１9 名でした。 

 「いじめを、しない・させない・ゆるさない」

が「ISSY」の原点です。「いじめは許されない」

に対して、生徒全員が「そう思う」と答えて、

いやな思いをする生徒が限りなくゼロになる

ように、全校一丸となって取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 10 日（月）は生徒会議案書審議と

ISSY 集会を予定していましたが、感冒等に

よる学級閉鎖が相次いだこともあり、急遽リ

モートでの実施となりました。議案書審議で

は、書記局の活動計画についての説明後に、

各クラスからの質疑応答になりました。挨拶

運動と赤い羽根募金に関する質問に対して、

書記局は挨拶運動について、今後実施を検討

するという答弁をしました。 

ISSY 集会については、リモート開催のた

め、今回は残念ながら中止となりました。生

徒会書記局が準備したアイスブレイクと交

流テーマについては、次回以降に更に修正し

ての実施を期待しています。 

 

 

 

 

9 月２５日（木）「青陵合唱祭」が実施され

ました。「『互いを認め合う』合唱祭を目指

して～７色の美歌～」をテーマに 10クラス

が練習の成果を発揮して、素晴らしい歌声を

披露していました。当日、悪天候の中、ご参

観頂いた保護者の皆様、ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１５日（土）に釧路市中央図書館で、

「中学生ビブリオバトル大会」が開催されまし

た。本校からは、３年生 Y・R さんが出場しま

した。全体３番目で登場した Y・R さんは、「人

生が一変する遊ぶっきょうの教え」を堂々とし

た態度で紹介しながら、聴衆からの質問にも的

確に答え、見事「準チャンプ」となりました。 


